





中村道雄さんと組み木絵 
コースターつ ♦くりをた (7) U ； 

「組み木絵」作家としてその優しい作風を全国に送り統ける中村道 
雄さん。 H の出町のアトリエを訪ね、今月は組み木絵づくりに挑戦 
した。入門編として薦めてくれたのはコースターづくり。組み木絵 
づくりの基本がわかる。が、入門編とはいえ難しい。特に糸鋸で切 
り抜く作業、木の“目”がいうことを聞いてくれない。自分が試さ 
れている気がするでしよう、と中村さんが笑う。掌に乗るほどの木 
片に、自然の意志を感じた。“もっと搛虚に生きろよ…” 
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トルの立川です 


3階建のビルの高さと | ri ] じぐらい 
地]、‘12メー トルの深さに 
この洞道(トンネル）は造られている。 

左右に延々と伸びているのは送電ケーブル。 

立川中のビルや家屋に電気を送っている。 

この屮にいると地 I :の喧騒が全く信じられない。 
ようく与を澄まして、走る卓の音がやっと聞こえる。 
昨 H も、今 H も、明 H も、わたしたちの足の下で 
ライフラインを守り続けている人たちがいることを 
初めて知った。 

地上に上がると、至る所で防災訓練が行われていた。 
この H は「防災の H 」 だった。 


協力：東京電力 • 地中線課 撮影：五来孝平 





地下12メ 



点検の日は登食時以外、一日中ぶ 
トンネルの中だという_地中誤,. 
勤務 5 年の石田さんは「铮か 
落ち俄さますよ. I と笑うが，喑” 

く辞かな地中で、延々と紙く送 ■ 
省持を存悛する作案は、決して| 
楽なものではない. 
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これは何なんだろう，«埼町 1 丁目で見つけた謎の石であ 
る。古い遺跡，あるいは何かの姓榮資材か t 凋べてみても. 
答えは得られず、こちらのお宅に伺ってもよ〈わからない- 
その後、街を歩いていたら同様の石を至る所で発兄した。そ 
れぞれ形は遑うが、共通しているのは細い通りの角にあると 
いう事。どうやら曲がりきれない車から 6 宅の W などを守る 
ために S いてあ 6 らしい•いくら 0 觔单の性能が上がっても、 
荽はドライバー次第。油断する t このシンブルな知忠に…- 
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人がゐて、街があります。 

春’あなたがゐて、立川があります。 

• # そこにちょっとだけ、えくてびあん/ 

* リストのお店にはいつでもえくてびあん/ 



ただいま続々刊行中/ 


えくてびあんエッセイ集(仮） 

月刊えくてびあんで好評連級中の「えくて 
びあんエッセイ j が一冊の本になりました 0 
この街にはこれだけの夢があります。この 
街にはこれだけの言葉があります。 


「この街にこの人がいる j 
出会いの起びを文字の力に託して. 
えくてびあんは B 刊だけでは串足り 
ずに，別冊を刊行中です rt お求め， 
お卯い合わせはえくてびあん锔集ェ 
旁までお窀話で， 


さよ5なら 

臛平さん 

故砂川昌平さん追惊。昌平イズム 
に間近に接した人々の華による、 
昌平さんへの贈る言葉。 


われら立川人 

本誌創刊 10 屈年記念別 ft 。 総ペー 
ジ数 132 /あの人この人みんな立 
川の宝です。 


ヒサダの骨頂 

屑に写真櫟、懷にロマン。動物； 
具家 • 久田雅夫の骨頂 t は，夢抱 
〈立川男児よ、銃むべし。 


いくつになつても 

5たごころ 

歌人 • 若山旅人の誕生は通歷の齡 
だった。今や EI 本歌植の重铒。そ 
の詩ごころの源泉を訊く。 


1995 - 10 • I (月 I 回発行) 


彼はいつも立川に戻つてく 
る。野山を巡り、野生の動物 
たちとの 友情を深めた後は、 
必ず播つてく るの だ** 

動物写真家•久田稚夫さん 
(栄町> の新しい「友人」は 
アラスカヒグマ。北アメリカ 
の果て、大自然の中で交わさ 
れた、野生の ヒグマ たちとの 
交歓の記録を携え、 ヒサ ダが 
帰ってきた/ 


写真展は、東京•大阪など 

で開催•いずれも好評を博し 

ての「凱旋」， 

初日には久田さん、そして 

彼の新しい「友人」を出迎ぇ 

るォーブニング•パ—ティー 

が催された。立川発の写真家 

がレンズを通して語る i の 

いのち、そして何 fe にあつて 

も郷土を忘れない久田さんの 

「立川気質」に、集った立川 

人約六十名の小に笑みが絶え 

ることは なかつた。 


個展を fil く 
よラになつて 
今年で7年* 
磯好消荚さん 
{鈽町2丁卩) 
の和紙絵}一摇 
は立川ビル_琢ではおなじみにな 
つた*典奸さんはもともとは&人 
を丰業し、ビアノの先生をしてい 
た•それがひょんなことから和紙 
の魅力にとりつかれ、いつの ic 
か和紙ちぎり絵作‘¥と1ての時 iffl 
の方が多くなつてし1つた•より 
良い和紙を求めて•卩本中を«>き 
回るはど•「ビアノよりこつちの方 
が來しいんです」 I 笑.つて舌を出 
した* 

磯野さんの場合•描くモチ—7 
から材料を遘ぶのではなく、すべ 
ては和紙との出会いから 始ま 6。 
『いい和紙に出金ラとそれだけで 
色々な絵が浮かんで来るんです」 
今0の富士も，：枚の和紙が持つ 
话尔 © 娘砂 sm 含 % r 驻邡し、绽や 
山肌の浪淡を埂した•手作業とい 
うイメ I ジから•一歩突き抜けた 
スケ—ル®の秘密はここにある。 



四李それぞれに興なつた趣きが 
ありますが休はまた格別••澄んだ 
空の下で爽やかな汗をかくこと 
夜長に読*^や物思いに耽ることも" 
冬の厳 I さを削に•心にたくさん 
の蓄ぇを持つ季節。そんな 51 がい 
たします。秋の|日， A 如苑でお 
過ごしください* 

_D 時10月 19 CI 闲 

2時—4時 

■御本»■、»如宝物館をはじめと 

して映両など盛りだくさんの用.% 

がしてございます。 

■お申し込みは「ぇくてびあん. 

コンパニォン」{本誌? r 手拽 I てく 

れた人》へ。 


東風 


立川 K から 4 t 口•南 n へ故って 
ゆく高校生の会話には•ちよっと 
H 本 i & と I てはおか I い^菜が S 
じ〇ていることが多い*その笨頭 
は「トヵ弁」であろう令|時代前 
はいくつかの言葉を並べる時|:卜 
力を使用 I た•山とか川“本とか 
银面とか鉛»•ところが「トカ弁」 
の方は • K 休みに海とか行って沐 
いできた，という具命で単独の名 
詞に卜力が付く- IQ 格の §• 葉遣い 
に愼れている方には耳 W りのこと 
であろう。夕べはテレビ t か34て 
すごした參『昭和路』<朝：！3新聞社 
刊)という本の中には、昭和にな 
C てから造られた H * がたくさん 
出て く 6“ 喊後だけでもおびただ 
しい_とんでもハツブン•一一#* 
役■兵隊の位でいう t •太 W 族。 
ハレンチ*カラスの勝手。この本 

びつしりと詰 i つている•そして* 
ある H :* は Ifc 相に1 f まり*ある ln 
菜は£々の「日本 srl : 羿格して 
いる"「ナウい」は相当に流布 I た 
が、今 n では觖语に近い ♦ トヵ弁 
は案外「残る j ような^がする • 
それは、日本人がもっている瑷味 
表祝の找術をふまぇているのでは 
ないだろうか • t のの値段を訊く 
のにズパリ幾らかと#ねるよりも 
「いかほど 7 J ふ-ややばかした方 
を好んだ•トカ汴も' それと底流 
を M じくするので U ないか•トカ 
弁の 454 c に励もうではないか 
えくてびあんとぶ W へせり秋 


< ■ 篇一沧 IQMS : 午 SV I 个杉和己 小轉 f 
H >1 I H 名霣11真 S#M ^ *T 田 fli l 
山 田孽子松拿 r ) か二 
<寒寘)天界 KM 壤« | 明并 上 II 治 

ス少ジ 萆 263 中 n 馋五来琴平 


1 世紀 男。 


，ホクの往 AT 4の U …宇宙 1r : ‘ 


今囬キ2.リとがんば rfc 
宁畜の： i/llE I #*7の 

灣明#<ん臁幼惓9山|8 



•がんば fl 天来人、がんば 
rv 地床人•スタジオ 26 き U •これ 
から t 今1米采を幫ぐ写||奩|§0« 
けたい CS つてい塞す • 


子 ffil 出場/」 

どれ だけの奴が胸を强っ て g う 事ができるだろう か* 
俺は S えなか -〇 た。それが 唯一の 心残りである。確か 
に甲子 WI を夢 . a て， 立 高の ! ff 球部に入部した 令 だが目 
« は， どんどん 小さな ものへ と変わり •« 後には「初 
«突破」 となっ た ■なぜなら、 強豪 私立の 強さを知り • 
自分のチ— ムのレベルを 知り、秋の大会で敗退したか 
らだ•が* 今思うと •なぜ*後まで目標を甲子 H と S 
い統け られなか <> たの か後悔して いる - P 1 能性は少な 
く ゼロに近か -> たこんなチ I ムが tlH われようと' 本 
51 で追い かけることが 大亊だ つたので はない かと 思う， 

ft たちは 本気で練 S していた。 根性。 SI 合い•努力 ■ 
古くさい 宫 * だが、野球には欠かせない物だったと思 
う •それに野球は W 神的な ものが 与える釤謇が 大き：/ 
r これ だけ 練習した」 という 亊実だ けが、ブレッシャ 
I を W くものと なる。 だから 夏の大会前は•勝ちたい 
という気持ちからで も* ったが •納得するまで練- S し 
た。 

そして 夏の大会"高校生活琅後の この 大会では 、 B 
棟を连成しべ スト 8まで勝ち進んだ •そ I て迎えた、 

準々決勝。相手 U 私立の強*•技術の考は歴然として 
いた。 

ここまで米たんだからという 滿足® がないわけでは 

い f # d 麵 

勝ちたい 


都立立川高校三年 

津田耕 I 

G がづだ户しがし、：>ヴンドじ*:づだ命 St ? 一 

番•「勝ちたい」と思った。 

なにがなんでも「勝ちたい」と思った- 

高校生活をすべて注いできた野球をまだ終わりにし 

たくなかった。だが，ゲ—ムが終わ C てみれば' コ I 

ルド fl けだった•抿が t まらなかった。めちやくちや 

悔 L くて、身体中が R えていた。ふと見れば、相手は 

それほど«んでいなかった。私立が«立校<:勝っのは 

当然で•なにょりも中子№1を 本 ^で0指しているチ— 

ムだった。 

扳り返ってみると，野球から多くの ことを 学んだ • 

それは> つ自分を佶じて»力すること」 -1 本^で佰 

じること」だと思う•好きなものを好きなだけ奥網に 

取り姐めたことは*なにょりも大切なことだ-5たと思 

う。 

それから. A 校 If 球と S えば、甲子阐で活 a してい 

る選手たちを想«すると思うが•覚えておいてほしい- 

予選で敗れたチ—ム•三年問の tis を結果に出せなか 

った者， {§ 援席から出場を夢見ていた者*そしてマネ 

1ジヤ！： "すべてが r 高校野球 I だとい うこと を" 

ご指導いただいた監督、助 EST 先生方，そして応 

援していただいた皆さんに、この埸を m りて厚く感謝 

申し上げます。 
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多摩川の朝 


尊與:鈴木克吉 
俳句：やまやのぎく 


しろがねの 

すすき多摩川の 
小径かな 
















